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ダスト高密度領域における雷によるコンドリュール形成モデル

Chondrule formation model by lightning in high dust density regions
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　コンドリュールは半径0.1-1 mmの球状の組織で、コンドライト隕石の主要な構成要素である(Scott

2007)。コンドリュールは太陽系形成初期に形成されたことが分かっている。そのため、コンドリュールは初

期太陽系星雲についての重要な情報を持っている可能性がある。コンドリュールは初期太陽系星雲内でダスト

粒子が数分以内で加熱されて溶融し、1-1000 K/hourの速度で冷却され固まったと考えられている(Desch et

al. 2012)。また、コンドリュールは揮発性物質を含むことから、ダスト密度の高い領域で形成されたとされて

いる (Alexander et al. 2008)。コンドリュールの形成メカニズムは解明されていないが、衝撃波、天体衝

突、X-wind、雷によって形成されたとする説がある。本研究では、雷によるコンドリュール形成について、コ

ンドリュール の熱進化の観点から研究を行った。 

 

　コンドリュールの熱進化は今までに、Horanyi et al. (1995)で研究された。この研究では初期太陽系星雲で

の雷の発生を仮定し、雷内のガスとダストの時間進化についての数値計算を行い、コンドリュールの熱進化を

計算した。計算の結果得られたコンドリュールの冷却速度は、結晶組織の分析から推定されているコンド

リュールの冷却速度よりも速くなった。一方、雷の発生についての研究によると、雷の発生にはダストとガス

の質量比は100:1以上である必要がある (Muranushi 2010)。しかし、Horanyi et al. (1995)では雷の内部には

ダスト粒子が1個だけ存在する状況を考えていた。 

　本研究ではダスト密度の高い領域での雷の発生を考え、コンドリュールの熱進化を数値計算した。特に、ダ

スト密度が高い状況でコンドリュール形成の冷却速度条件を満たすことができるのかを調べた。その結果、コ

ンドリュール形成条件に合う状況が存在することが分かった。本研究により、初期太陽系星雲において、雷に

よるコンドリュール形成が可能であることが示唆された。
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